
受験番号

揚貨装置運転士免許試験

指示があるまで、試験問題を開かないでください。

〔注意事項〕

１ 本紙左上の「受験番号」欄に受験番号を記入してください。

２ 解答方法

(１) 解答は、別の解答用紙に記入(マーク)してください。

(２) 使用できる鉛筆(シャープペンシル可)は、「ＨＢ」又は「Ｂ」です。

ボールペン、サインペンなどは使用できません。

(３) 解答用紙は、機械で採点しますので、折ったり、曲げたり、汚したりしな

いでください。

(４) 解答を訂正するときは、消しゴムできれいに消してから書き直してくださ

い。

(５) 問題は、五肢択一式で、正答は一問につき一つだけです。二つ以上に記入

(マーク)したもの、判読が困難なものは、得点としません。

(６) 計算、メモなどは、解答用紙に書かずに試験問題の余白を利用してくださ

い。

３ 受験票には、何も記入しないでください。

４ 試験時間は２時間３０分で、試験問題は問１～問４０です。

「原動機及び電気」並びに「力学」の免除者の試験時間は１時間１５分で、試

験問題は問１～問２０です。

５ 試験開始後、１時間以内は退室できません。

試験時間終了前に退室するときは、着席のまま無言で手を上げてください。

試験監督員が席まで伺います。

なお、退室した後は、再び試験室に入ることはできません。

６ 試験問題は、持ち帰ることはできません。受験票は、お持ち帰りください。
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〔揚貨装置に関する知識〕

問 １ 揚貨装置に関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）揚貨装置とは、船舶において荷を積卸しするための荷役設備として、船舶

に設置されたデリックやクレーンのことをいう。

（２）台船上に移動式クレーンを積み込んだり、旋回式の大型クレーンを備える

方式により、海底の浚渫などの作業を行う設備は、揚貨装置には該当しない。
しゆんせつ

（３）ジブクレーン型式の揚貨装置は、巻上げなどの動力には、一般に、油圧モ

ータ又は電動機が使用される。

（４）走行式橋形クレーン型式の揚貨装置は、上甲板口の両側に走行レールを設

けたもので、ハッチの適当な位置に移動することができる。

○（５）デリック型式の揚貨装置のシングルデリックブームのガイ装備荷役方式は、

２本のトッピングリフトワイヤロープを使ってデリックブームを旋回させる

ものである。

問 ２ つり具及びフックに関し、誤っているものは次のうちどれか。

○（１）ホーンクリートは、クレーン型式の揚貨装置に取り付けて石炭、鉄鉱石、

砂利などのばら貨物の荷役に用いられるつり具である。

（２）リフティングマグネットは、電磁石を応用したつり具で、スクラップなど

の荷役に用いられる。

（３）グリッパーは、直接貨物をつかみ、貨物の荷重によりつかみ力を生じてつ

り上げるつり具で、つかむ部分の形状及び寸法は、貨物の種類や形状に応じ

て有効なものを用い、木材、箱、ベール、板などにより使い分ける。

（４）スプレッダは、長尺物の貨物を安定した状態でつるための補助つり具で、

貨物の長さに応じて適合したものを用いる。

（５）カーゴフックには、片フックと両フックがあるが、両フックは40ｔ程度以

上の大荷重用に使用される。
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問 ３ 次のワイヤロープＡからＤについて、ラングＳよりワイヤロープと普通Ｚよ

りワイヤロープの組合せとして、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ラングＳより 普通Ｚより

（１） Ａ Ｂ

○（２） Ａ Ｃ

（３） Ｂ Ｃ

（４） Ｂ Ｄ

（５） Ｃ Ｄ

問 ４ 荷役用スリングとその用途の組合せとして、誤っているものは次のうちどれ

か。

（１）キャンバススリング ……………… 袋物用

（２）ワイヤスリング …………………… 重量物用

○（３）ドラムスリング …………………… 大径鋼管用

（４）プレートフック …………………… 鋼板用

（５）ウェブスリング …………………… 袋物用
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問 ５ シングルワイヤによるけんか巻き荷役方式の説明に関する次の文中の

内に入れるＡからＣまでの語句又は数字の組合せとして、正しいものは(１)～

(５)のうちどれか。

「一方のデリックブームのヘッドを Ａ 口上方又はその近くに、他方のデ

リックブームのヘッドを舷外のはしけ上又は岸壁上に出して固定する。

ブームを固定した状態で、 Ｂ 台のウインチの巻上げ下げ運転だけで貨物

の荷役を行うことができる。

デリックブームの仰角は、強度の上では大きくするほど良いが、あまり大き

くし過ぎると、デリックブームが Ｃ 危険がある。

Ａ Ｂ Ｃ

○（１）ハッチ ２ 立ち上がる

（２）ハッチ １ 立ち上がる

（３）ハッチ １ 倒れる

（４）ブルワーク １ 倒れる

（５）ブルワーク ２ 倒れる

問 ６ 揚貨装具などに関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）通常、ブロックのシーブの軸穴には、ブッシュ又は転がり軸受がはめてあ

り、ブッシュの場合には潤滑油は軸心の穴から送り込まれる。

（２）リングプレートは、アイプレートにリングを付けたもので、ロープの方向

が広範囲に変化する場合などに用いられる。

（３）シャックルには、ふくらんだ形のバウシャックルとＤ字形のストレートシ

ャックルがあり、ロープ、チェーンなどの接続に用いられる。

（４）マニラロープは、天然繊維のロープとしては最も多く使用され、日光に対

して強く、雨、海水などに対して比較的耐水性がある。

○（５）合成繊維ロープは、天然繊維ロープに比較して、軽く熱に強いが、吸湿性

が大きく腐食しやすい。
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問 ７ 図において、歯車Ａが電動機の回転軸に固定され、歯車Ｄが毎分110回転し

ているとき、駆動している電動機の回転数の値は(１)～(５)のうちどれか。

ただし、歯車Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの歯数は、それぞれ16、64、24及び96とし、

ＢとＣの歯車は同じ軸に固定されているものとする。

（１） 660rpm

（２）1,600rpm

○（３）1,760rpm

（４）2,112rpm

（５）2,640rpm

問 ８ 揚貨装置のウインチに関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）ウインチは、荷の巻上げ・巻下げ用、デリックブームの起伏・旋回用など

の各ワイヤロープの巻込み又は巻出しを行うために用いられる。

（２）電動ウインチは、電動機の回転を平歯車、ウォームギヤなどによって減速

し、これをウインチのドラムに伝える構造になっている。

（３）油圧駆動ウインチは、油圧ポンプから送り出された高圧の作動油により油

圧モータが作動し、ウインチのドラムが回転する構造になっている。

○（４）電動ウインチの電磁制動機は、電磁石に電流が流れるとブレーキがかかり、

電流が切れるとブレーキが緩む。

（５）電動ウインチは、操作が簡単で騒音も小さいが、火花発生のおそれがある

ので、油送船には使用されない。

Ａ
Ｂ

Ｃ Ｄ
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問 ９ 電動式のジブクレーン型式揚貨装置の操作に関する作業開始前の注意事項と

して、誤っているものは次のうちどれか。

（１）船舶側による各部の点検及び注油が完了したことを確認し、船舶側責任者

から取扱要領についての指示を受ける。

（２）巻上げ・巻下げ用レバー及び起伏・旋回用レバーが円滑に動くかどうかを

点検するとともに、文字盤に示されている記号などにより各レバーの操作方

向を確認する。

（３）巻上げ・巻下げ用レバーについて、前方に倒せば巻下げ、後方(手前)に倒

せば巻上げ、中立にすれば停止することを確認する。

○（４）ジブの起伏・旋回用レバーについて、右に倒せば右旋回、左に倒せば左旋

回、後方(手前)に倒せばジブが伏し、前方に倒せば起き、中立にすれば停止

することを確認する。

（５）操作レバーを１ノッチ、２ノッチと順々に入れ、カーゴワイヤロープの巻

上げ、巻下げ、ジブの起伏及び旋回の無負荷運転を２～３回行い、異常がな

ければ負荷をかけて荷の巻上げ・巻下げを５～６回行う。
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問１０ 図はグースネックを示したものであるが、その説明として誤っているものは

(１)～(５)のうちどれか。

デリックポスト ピンテル

グリース

グースネック
ニップル

ブラケット
ブロック
ブラケット

（１）ピンテルは、デリックブームの基部金具に連結され、立てピンの働きをす

る。

（２）グースネックブラケットは、グースネックをデリックポストに固定する構

造体である。

（３）ブロックブラケットは、カーゴワイヤロープ用などの滑車を取り付けるた

めの滑車受けとなる。

（４）グリースニップルは、ピンテルなどの摺動部に給油を行うためのものであ
しゆう

る。

○（５）グースネックは、デリックブームの伸縮及び旋回を円滑にする働きと、カ

ーゴワイヤロープなどをウインチドラムに正しく巻き込むためのガイド役を

する。
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〔関係法令〕

問１１ 港湾荷役作業に関し、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）港湾荷役作業を行うときは、当該作業を安全に行うため必要な照度を保持

しなければならない。

（２）揚貨装置等を用いて、船倉の内部から荷を巻き上げ、又は船倉の内部へ荷

を巻き卸す作業を行うときは、当該作業を開始する前に、ハッチビーム又は

開放されたちょうつがい付きハッチボードの固定の状態について点検しなけ

ればならない。

（３）船倉内部の小麦、大豆、とうもろこし等ばら物の荷を卸す作業を行う場合

において、シフチングボード、フィーダボックス等荷の移動を防止するため

の隔壁が倒壊し又は落下することにより、労働者に危険を及ぼすおそれのあ

るときは、当該隔壁が取りはずされた後でなければ、当該作業に労働者を従

事させてはならない。

○（４）揚貨装置等を用いて、綿花等でベール包装により包装されているものの巻

上げの作業を行うときは、労働者に、当該包装に用いられている帯鉄、ロー

プ又は針金にスリングのフックをかけさせなければならない。

（５）同一の船倉の内部においては、原則として、同時に異なる層で作業を行っ

てはならない。

問１２ 揚貨装置を用いて作業を行うときの揚貨装置の運転についての合図に関し、

法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）事業者は、一定の合図を定めなければならない。

○（２）事業者は、合図を行う者を船舶ごとに指名しなければならない。

（３）合図を行う者は、定められた合図を行わなければならない。

（４）玉掛け作業者は、合図者の行う合図に従わなければならない。

（５）揚貨装置運転者は、合図を行う者の合図に従わなければならない。
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問１３ 揚貨装置の運転及び玉掛けの業務に関し、法令上、誤っているものは次のう

ちどれか。

（１）揚貨装置運転士免許で、制限荷重９ｔの揚貨装置の運転の業務に就くこと

ができる。

（２）玉掛け技能講習の修了で、制限荷重10ｔの揚貨装置で行う７ｔの荷の玉掛

けの業務に就くことができる。

（３）揚貨装置の運転の業務に係る特別教育の受講では、制限荷重６ｔの揚貨装

置の運転の業務に就くことができない。

○（４）揚貨装置運転士免許で、岸壁に設けられたつり上げ荷重６ｔの荷役用クレ

ーンの運転の業務に就くことができる。

（５）玉掛けの業務に係る特別教育の受講では、制限荷重２ｔの揚貨装置で行う

0.5ｔの荷の玉掛けの業務に就くことができない。

問１４ 次の文中の 内に入れるＡからＣの語句の組合せとして、法令上、正し

いものは(１)～(５)のうちどれか。

「事業者は、揚貨装置を用いて、 Ａ により荷を引いているときは、当該

索の Ｂ で、当該索又は Ｃ が脱落することにより労働者に危険を及ぼす

おそれのある箇所に労働者を立ち入らせてはならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）巻出索 外角側 フック

（２）台付索 外角側 みぞ車

（３）巻出索 外角側 スリング

（４）台付索 内角側 スリング

○（５）引込索 内角側 みぞ車
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問１５ 船内荷役作業主任者(以下「作業主任者」という。)の選任及び職務に関し、

法令上、誤っているものは次のうちどれか。

○（１）総トン数400ｔの船舶において、揚貨装置を用いないで荷を積み、荷を卸

し、又は荷を移動させる作業については、作業主任者を選任しなければなら

ない。

（２）作業主任者を選任したときは、当該作業主任者の氏名及びその者に行わせ

る事項を作業場の見やすい箇所に掲示する等により関係労働者に周知させな

ければならない。

（３）作業の方法を決定し、作業を直接指揮することは、作業主任者の職務であ

る。

（４）通行設備、荷役機械、保護具並びに器具及び工具を点検整備し、これらの

使用状況を監視することは、作業主任者の職務である。

（５）周辺の作業者との連絡調整を行うことは、作業主任者の職務である。

問１６ 次のうち、法令上、揚貨装置の玉掛用具として使用禁止とされていないもの

はどれか。

（１）エンドレスでないワイヤロープで、その両端にフック、シャックル、リン

グ又はアイのいずれも備えていないもの

（２）直径の減少が公称径の８％のワイヤロープ

○（３）ワイヤロープ１よりの間で素線(フィラ線を除く。以下同じ。)の数の９％

の素線が切断したワイヤロープ

（４）伸びが製造されたときの長さの６％の鎖

（５）リンクの断面の直径の減少が製造されたときの当該直径の11％の鎖
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問１７ 次の文中の 内に入れるＡからＣの語句の組合せとして、法令上、正し

いものは(１)～(５)のうちどれか。

「事業者は、揚貨装置を用いて作業を行うときは、 Ａ 、当該作業に用い

るフック付きスリング等のスリングの状態について Ｂ 、異常を認めたとき

は、 Ｃ 、補修し、又は取り替えなければならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）その日の作業を開始する前に 自主検査を行い 作業開始後遅滞なく

○（２）その日の作業を開始する前に 点検し 直ちに

（３）その日の作業を開始する前に 点検し 作業開始後遅滞なく

（４）その日の作業の開始後遅滞なく 点検し 作業終了後直ちに

（５）その日の作業の開始後遅滞なく 自主検査を行い 直ちに

問１８ 揚貨装置の玉掛け用ワイヤロープの安全係数の説明として、法令上、正しい

ものは次のうちどれか。

（１）ワイヤロープにかかる荷重の最大の値を、当該ワイヤロープの断面積で除

した値である。

（２）ワイヤロープの許容荷重の値を、当該ワイヤロープの切断荷重の値で除し

た値である。

（３）ワイヤロープにかかる衝撃荷重の値を、つり荷の質量で除した値である。

（４）ワイヤロープにかかる荷重の最大の値を、当該ワイヤロープの切断荷重の

値で除した値である。

○（５）ワイヤロープの切断荷重の値を、当該ワイヤロープにかかる荷重の最大の

値で除した値である。
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問１９ 揚貨装置の取扱いなどに関し、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

○（１）揚貨装置の運転者を、荷をつったままで、運転位置から離れさせてはなら

ないが、作業の性質上やむを得ない場合又は安全な作業の遂行上必要な場合

に、揚貨装置の運転を停止し、かつ、ブレーキをかけるときは、この限りで

ない。

（２）揚貨装置を用いて、荷の巻上げ又は巻卸しの作業を行うときは、当該作業

を開始する前に、揚貨装置の作動状態について点検しなければならない。

（３）揚貨装置の玉掛けに用いるワイヤロープの安全係数については、６以上と

しなければならない。

（４）揚貨装置の玉掛けに用いるフックの安全係数については、５以上としなけ

ればならない。

（５）揚貨装置を用いて、船倉の内部の荷で、ハッチの直下にあるもの以外のも

のを巻き上げる作業を行うときは、巻出索を使用する等により、あらかじめ、

当該荷をハッチの直下に移してから行わなければならない。

問２０ 揚貨装置運転士免許に関し、法令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）制限荷重５ｔ以上の揚貨装置の運転の業務に従事するときは、免許証を携

帯しなければならない。

○（２）免許に係る業務に現に就いている者は、氏名を変更したときは、免許証の

書替えを受けなければならないが、変更後の氏名を確認することができる他

の技能講習修了証等を携帯するときは、この限りでない。

（３）免許証を他人に譲渡又は貸与したときは、免許の取消しの処分を受けるこ

とがある。

（４）重大な過失により、免許に係る業務について重大な事故を発生させたとき

は、免許の取消しの処分を受けることがある。

（５）免許の取消しの処分を受けた者は、遅滞なく、免許の取消しをした都道府

県労働局長に免許証を返還しなければならない。
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「原動機及び電気」並びに「力学」の免除者は、問２１～問４０は解答しないでく

ださい。

〔原動機及び電気に関する知識〕

問２１ 電気に関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）交流は、シリコン整流器などで直流に変換できるが、得られた直流は完全

に平滑ではなく波が多少残るため、脈流と呼ばれる。

○（２）直流は、変圧器によって容易に電圧を変えることができる。

（３）工場の動力用電源には、一般に三相交流が使用されている。

（４）交流は、電流及び電圧の大きさ及び方向が周期的に変化する。

（５）電力会社から供給される交流電力の周波数には、地域によって50Ｈzと60

Ｈzがある。

問２２ 電圧、電流、抵抗などに関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）電圧の単位はボルト(Ｖ)で、1,000Ｖは１kＶとも表す。

（２）電力とは、電気エネルギーが単位時間当たりにする仕事の量をいう。

○（３）回路に流れる電流の大きさは、回路の抵抗に比例し、電圧に反比例する。

（４）回路の抵抗が同じ場合、電圧が大きいほど消費電力は大きくなる。

（５）100Ｖで200Ｗの作業灯を20日間点灯し続けたときの消費電力量は、96kＷh

である。



揚貨 13/21

問２３ 電気抵抗に関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）抵抗の単位はオーム(Ω)で、1,000,000Ωは１ＭΩとも表す。

（２）抵抗を並列に接続したときの合成抵抗の値は、個々の抵抗の値のどれより

も小さい。

（３）３Ωと６Ωの抵抗を直列に接続したときの合成抵抗の値は、９Ωである。

（４）同じ物質の場合、導線の抵抗の値は、長さが２倍になると２倍になる。

○（５）同じ物質の場合、導線の抵抗の値は、断面積が２倍になると４分の１にな

る。

問２４ 電気の導体及び絶縁体(不導体)に関し、誤っているものは次のうちどれか。

○（１）磁器は、電気の導体である。

（２）空気は、電気の絶縁体である。

（３）黒鉛は、電気の導体である。

（４）雲母は、電気の絶縁体である。

（５）鋳鉄は、電気の導体である。
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問２５ 電気計器に関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）電流計及び電圧計には、直流用、交流用及び交直両用がある。

○（２）電流計は、測定する回路に並列に接続して測定し、電圧計は、測定する回

路に直列に接続して測定する。

（３）回路計(テスター)は、直流電圧、交流電圧、直流電流などを、スイッチを

切り替えることによって計測できる計器である。

（４）回路計(テスター)は、正確な値を測定するため、あらかじめ調整ねじで指

針を「０」に合わせておく。

（５）交流用の電圧計や電流計は、一般に、電圧又は電流の最大値ではなく実効

値で目盛られている。

問２６ 感電災害及びその防止に関し、誤っているものは次のうちどれか。

○（１）感電による危険を電流と時間の積によって評価する場合、一般に、50アン

ペア秒が安全限界とされている。

（２）電気火傷は、アークなどの高熱による熱傷のほか、電流通過によるジュー

ル熱によって皮膚や内部組織に傷害を起こす。

（３）感電による人体への影響の程度は、電流の大きさ、通電時間、電流の種類、

体質などの条件により異なる。

（４）接地は、漏電している電気機器のフレームなどに人が接触したとき、感電

の危険を小さくする効果がある。

（５）船倉内で使用する移動式コンベアには、感電防止のため感電防止用漏電遮

断装置を接続する。
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問２７ 油圧駆動モータに関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）歯車モータでは、ケーシングの中の一組の歯車に圧油を送って歯車を回転

させ、モータ軸に回転運動を与える。

（２）プランジャモータには、ラジアル型とアキシアル型がある。

○（３）ラジアル型プランジャモータは、プランジャが回転軸と同一方向に配列さ

れている。

（４）ベーンモータでは、ロータに取り付けたベーンとカムリングで構成する各

油室に圧油を送ってロータを回転させ、モータ軸に回転運動を与える。

（５）油圧駆動モータは、電動機に比べ小形軽量である。

問２８ 電動機に関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）かご形三相誘導電動機は、巻線形三相誘導電動機に比べ、構造が簡単で、

取扱いも容易である。

（２）直流電動機は、交流電動機に比べ速度の制御性能が良い。

（３）直流電動機では、固定子を界磁、回転子を電機子と呼ぶ。

○（４）巻線形三相誘導電動機では、回転子側を一次側、固定子側を二次側と呼ぶ。

（５）巻線形三相誘導電動機は、起動抵抗器を用いて起動電流を制御しながら起

動することができる。
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問２９ 電動機の付属機器に関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）制御器は、電動機に制御の指令を与えるもので、制御方式には、直接制御

方式、間接制御方式及び半間接制御方式がある。

（２）電動機の正転、逆転、停止及び制御速度の操作は、制御器の一つのハンド

ルで行えるようになっている。

○（３）直接制御器では、制御器をウインチの近くに据え付ける必要はなく、離れ

た位置で操作ができる。

（４）間接制御器は、直接制御器に比べ、制御器に流れる電流が小さい。

（５）サーマルリレーは、過大な電流が流れたときに電磁接触器を開いて電流を

断ち、電動機を保護するものである。

問３０ 内燃機関に関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）ガソリン機関、ディーゼル機関などの内燃機関は小型船の揚貨装置用原動

機として使用されている。

（２）内燃機関は、始動回転力(トルク)が小さいため、負荷したままでは始動で

きない。

（３）内燃機関は、逆転運転が簡単にできないため、摩擦クラッチ及び歯車の切

換えにより、起動、停止、正転及び逆転の作動を行う。

○（４）ディーゼル機関は、常温常圧の空気の中に高温高圧の軽油や重油を噴射し

て燃焼させる。

（５）４行程式のディーゼル機関は、吸入行程、圧縮行程、爆発行程及び排気行

程の順序で作動する。
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〔揚貨装置の運転のために必要な力学に関する知識〕

問３１ 図のようにＯ点に同一平面上の三つの力Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３が作用しているとき、

これらの合力に最も近いものは(１)～(５)のうちどれか。

（１）Ａ

（２）Ｂ

○（３）Ｃ

（４）Ｄ

（５）Ｅ

問３２ 図のような天びん棒で荷Ｗをつり下げ、つり合うとき、天びん棒を支えるた

めの力Ｆの値は(１)～(５)のうちどれか。

ただし、重力の加速度は9.8ｍ/ｓ２とし、天びん棒及びワイヤロープの質量は

考えないものとする。

（１）147Ｎ

（２）294Ｎ

（３）441Ｎ

（４）588Ｎ

○（５）735Ｎ

１ｍ 1.5ｍ

ＦＷ 30kg

Ｐ３Ｐ１

Ｐ２Ａ

Ｅ

Ｂ ＤＣ

Ｏ
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問３３ 長さ２ｍ、幅１ｍ、厚さ10mmの鋼板30枚の質量の値に最も近いものは(１)～

(５)のうちどれか。

（１）1.6ｔ

○（２）4.7ｔ

（３）5.3ｔ

（４）6.8ｔ

（５）7.8ｔ

問３４ 均質な材質でできた固体の物体の重心及び安定に関し、誤っているものは次

のうちどれか。

（１）物体を構成する各部分には、それぞれ重力が作用しており、それらの合力

の作用点を重心という。

（２）直方体の物体の置き方を変える場合、物体の底面積が小さくなるほど安定

性は悪くなる。

○（３）水平面上に置いた直方体の物体を傾けた場合、重心からの鉛直線がその物

体の底面を通るときは、その物体は倒れる。

（４）複雑な形状の物体であっても、物体の重心は、一つの点である。

（５）重心は、物体の形状によっては必ずしも物体の内部にあるとは限らない。
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問３５ ジブクレーン型式の揚貨装置のジブが作業半径19ｍで２分間に１回転する速

度で旋回を続けているとき、このジブ先端の速度の値に最も近いものは(１)～

(５)のうちどれか。

（１）0.3ｍ/s

（２）0.5ｍ/s

○（３）1.0ｍ/s

（４）1.5ｍ/s

（５）2.0ｍ/s

問３６ 図はブレーキのモデルを示したものである。質量６ｔの荷が落下しないよう

にするためにブレーキシューを押す最小の力Ｆの値は(１)～(５)のうちどれか。

ただし、重力の加速度は9.8ｍ/ｓ
２
、接触面の静止摩擦係数は0.6とする。

（１） 35kＮ

○（２） 98kＮ

（３）114kＮ

（４）118kＮ

（５）147kＮ

Ｆ

６ｔ ブレーキシュー



揚貨 20/21

問３７ 荷重に関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）ウインチのドラム軸には、曲げ荷重とねじり荷重がかかる。

（２）シーブを通るカーゴワイヤロープには、引張荷重と曲げ荷重がかかる。

（３）カーゴフックには、引張荷重と曲げ荷重がかかる。

○（４）せん断荷重は、材料を押し縮めるように働く荷重である。

（５）集中荷重は、一点又は非常に狭い面積に作用する荷重である。

問３８ 図のような形状のアルミニウム製の直方体を２本の玉掛け用ワイヤロープを

用いてつり角度60°でつるとき、１本のワイヤロープにかかる張力の値に最も

近いものは(１)～(５)のうちどれか。

ただし、アルミニウムの１ｍ
３
当たりの質量は2.7ｔ、重力の加速度は9.8

ｍ/ｓ
２
とする。また、荷の左右のつり合いは取れており、左右のワイヤロー

プの張力は同じとし、ワイヤロープ及び荷のつり金具の質量は考えないものと

する。

○（１）15kＮ

（２）19kＮ

（３）26kＮ

（４）31kＮ

（５）37kＮ

60°

1.0m

1.0m 1.0m
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問３９ 軟鋼の材料の強さ、応力などに関し、誤っているものは次のうちどれか。

（１）材料に荷重をかけると、材料の内部にはその荷重に抵抗し、つり合いを保

とうとする内力が生じる。

（２）材料に繰返し荷重をかけると、疲労破壊することがある。

（３）材料がせん断荷重を受けたときに生じる応力をせん断応力という。

（４）材料に荷重が作用し変形するとき、材料の原形に対する変形量の割合をひ

ずみという。

○（５）引張応力は、材料に作用する引張荷重を材料の表面積で割って求められる。

問４０ 図のような組合せ滑車を用いて質量350㎏の荷をつるとき、これを支えるた

めに必要な力Ｆの値に最も近いものは(１)～(５)のうちどれか。

ただし、重力の加速度は9.8ｍ/ｓ
２
とし、滑車及びワイヤロープの質量並び

に摩擦は考えないものとする。

（１）175Ｎ

（２）381Ｎ

○（３）429Ｎ

（４）490Ｎ

（５）858Ｎ

（終 り）

350kg

Ｆ


